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各地よbのたより

紀伊支部十二月例會

◎本會昭和十四年十二月例會は，十二月16日，豫定の通り名草小鮮校（海草郡

紀三井寺町）に於いて午後6時より島田音村氏軒割の下に開催．酔筆側より阪

田，野村，山本（ゴ”“酎｝）3名，高商側としては，山本君以外に，新谷雅信君出席．

それに和歌山「星の會」會員4名，名草校教員約10名，その他生徒（高等科）を

合して約50名参集し，小生望遠鏡に捌して約1時間坐談的にしゃべり，8時過

ぎより室も漸く晴れたので，遊星（土，火，木，月等）及び二重星，星霧中の

二三を親旧，ついで9時より10時迄再び職員室にて茶をのみつつ，ストーブを

園んで雑談にふけり，22時過散離した．爾，當日，小与野部長は，画聖の：方に

展覧會ありしため，惜くも不参であった．

◎一月例會は，fhj話は具破断してみないが，中旬阪田＝晃氏司會の下に，那智郡

粉河町にて開催の筈．（日は未定）

◎一月2日，一年ぶりに小旗支部長を金墜に訪れ，紀伊支部の將來に關して，

種々面心を懇談す．（一月8日　野村記）

編　　輯　　後　　記

　わが日本のみならす，實に全世界の非常時局で，戦齪のため，學術界や一般

知識階級，インテリ暦などは，何所も不振を極め，學會なども，取り止めや中

止があり，恐慌を零してみる．英雄の有名な學術雑誌Sciellce　Progressも，途

に，編輯不能となって，去る10月號で磯蒸して了つた．こうした渦巻きの中に

あって，本陣は相法らす重要な會員が慮召したりして，緊張してみる中に，し

かし，集外な：方面から入會者があり，叉，題名部員も増して行く．景氣の好い

話しである．

　今の第2σ毬の初め（H月號）から活字の組み方を大改良して，紙敷は不攣であ

るが，内容は正味2割弼も増したことになり，今までの50ページに相當するも

のとなった．しかし，・一方に於いて，諸方面から興味ある原稿が澤山集まって

來るので，やはり，とても之れだけでは頁数が未だ未だ足りない．編輯部の年

來の希望であるが，是非，100ぺ1ジの天文雑誌にしたV・．

　諸方から投稿される原稿の中に，普通のたて組みの原稿用紙を使用してゐら

れる人が多いので，閉口する．言ふまでもなく，本誌は横組み印刷なので，原

稿も亦，是非に横書きと願ひたV・．標準は一ぺ1ジが35字詰めの，35行です．
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しかし，止むを得なければ，原稿用紙は市販の有りふれたものでも宜しV・．

　樹ほ，海鼠に附録として入れてみる黄色紙の。4號活字の立て書き記事も，

諸方面から投稿を二三します．しかし・此の欄ぱ高尚な天文趣味の欄なので，

原稿は編輯部で取捨を可なり二重にやりますから，あらかじめ御承知下さb．

　本誌も，本年を二って20巻を絡らんとしてみるし，本義としても，創立濡20

年を祀はんとして，目下いろV・ろ計書が進められてみる．時機は皇紀2600年の

目出たい時である．本誌としては・是非此の際，第1巻から第20巻までの全部

にわたる“総目次”と“総索引”とを作製し，工員に配布したい希望である．

前後20ケ年にわたる本誌は，其の内容が天文歎理の各方面にわたってみるので

良い索引さへ作れば，本誌全艦は實に立派な天文學の百科二二として使用し得

る手引きとなるのである．尤も・此の“総目次”と“絡索引”を作製し，焚行

ずるためには，200頁の特輯號となり，二二600図を必要とする．記念事業とし

て，之れだけの資金が至急に欲しい。

　f岨ま，序でkC，吾々は，此の際，本二二員の名簿を作りたい．しかし，盛れ

は決して軍に現在會員のみの名簿では浦足しない．本會の創立以來，今日まで

20ケ年の間に・いろんな個人的な都合によって，退會した人もあり・又，死去

した惜しい會員もある．此等の人を二部合はせると，まつ大品一萬人はあると

思ふ．此の一萬入の中で，死んだ人は別であるが，生存者は，かりに今，其れ

が二段ではなくても，一旦三二であった人である以上，今でも，やはり天文を

趣味として有ってみる人であらうと思ふ．故に，之れ等の人は廣い意味に於い

ては，やはり，二人の同志であり，3ζ，何時かは吾々の會に復臨して回る人で

あると思ふ．現に・今までにも・火星が近づいたり，大流星雨が現はれたり，

太陽黒黒占が世上の話題に上ったり，其の他，v・ろいろ，天：文の知識が，偶然に

も世間で必要になる場合には，思ひがけ無い方面から，古い天文フアンが現は

れて，輿論を指導して下さる場合が可なり多い．日食の場合にも，北海道あた

りで，吾入は古い三二を澤山見つけた．改暦問題が起つた二合にも，太陽暦や

太陰暦の利害得失について，いろいろ世論を指導される：方も，．多くは吾々の同

志である．一一かうしたかくれ之二二も加へて，一萬人の會員名簿を作って

見たい．此の名簿によって，吾々は，全高，，否，全世界至る所，同志を求め，
’（

A1　あの人も天：文フアンなのか！～”と，驚きつN，喜び合ふ～二とが口囲る．

大陸各地への最戸途上にも，かうした謄瞼は多V・．一一一この名簿の作製のため

にも，約300圓は欲しV・と思ふ．（x・Y・z・生記）


